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ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

留
め
る
た
め
に
府
中
と
そ
の
周
辺

を
知
行
地
と
し
て
安
堵
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
白
井
越
中
守
が
仁
保
島
城
か
ら

他
所
へ
移
っ
て
い
た
こ
と
は
『
武

家
万
代
記
』の
厳
島
合
戦
の
条
に
、

「
大
島
海
賊
白
井
越
中
守
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
間
違
い
な
い
。
こ
の

大
島
は
周
防
大
島
の
こ
と
で
屋
代

島
と
も
呼
ば
れ
、
宇う

が
し
ま
し
ゅ
う

賀
島
衆
と
共

に
晴
賢
麾き

か下
の
優
秀
な
水
軍(

海

賊
衆)

で
あ
っ
た
。

  

〔
第
140
回
〕
　
海
の
サ
ム
ラ
イ
～
白
井
越
中
守
賢
胤
　
そ
の
二

　
天
文
24
年(
１
５
５
５
年)

３

月
末
に
は
、
陶
氏
方
に
与く

み

し
た
矢

野
の
野の

ま間
隆た
か
ざ
ね実
と
、
同
じ
陶
氏
方

の
府
中
の
白
井
越
中
守
賢か

た
た
ね胤
は
共

同
で
毛
利
方
と
な
っ
て
い
た
海

田
・
仁
保
島
を
警け

ご

せ

ん

固
船
で
攻
撃
し

た
。
厳
島
合
戦
の
直
前
の
こ
と
で

あ
り
、
背
後
か
ら
陶
氏
水
軍
の
攻

撃
を
封
じ
る
た
め
、
毛
利
氏
は
同

年
４
月
に
矢
野
城
を
攻
撃
し
て
こ

れ
を
陥
落
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
野

間
氏
は
滅
ん
だ
。

　
し
か
し
、
一
方
の
白
井
氏
は
、

毛
利
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
て
お
ら
ず
、

同
年
４
月
５
日
付
の
、
白
井
越
中

守
賢
胤
が
陶
晴
賢
充
て
の｢

天
文

24
年
３
月
藝
州
仁
保
島

な
ら
び
に

開
田

領
所｣

合
戦
で
戦
っ
た
軍
忠
状
が

あ
り
、
水
軍
と
し
て
の
健
在
振
り

を
示
し
て
い
る(

『
成せ
い
き
ど
う

簣
堂
文
庫

所
蔵
文
書
』)

。

　
弘
治
２
年(

１
５
５
６
年)

10

月
23
日
付
の
大
内
義
長
が
白
井
越

中
守
賢
胤
に
充
て
た
知ち

ぎ
ょ
う
あ
ん
ど
じ
ょ
う

行
安
堵
状

が
あ
る(

『
成
簣
堂
文
書
所
蔵
白

井
文
書
』)

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
白

井
越
中
守
の
所
領
は
、
安
芸
国
阿

南
郡
府
中
の
内
、
白
井
弾
正
忠
の

旧
領
150
貫
文
、
同
所
八
幡
宮
社
家

国こ
く
が
り
ょ
う

衙
領
120
貫
文
、
同
所
松
尾
山

領
２
貫
500
文
、
同
郡
矢
賀
尾
長
渋

屋
氏
の
旧
領
75
貫
文
、
同
郡
中
山

温ぬ
く
し
な
と
お
と
う
み
の
か
み

科
遠
江
守
の
旧
領
75
貫
文
、
合

計
422
貫
500
文
で
あ
っ
た
。
阿
南
郡

は
安
南
郡
の
事
で
、
後
の
安
芸
郡

で
あ
る
。
府
中
に
あ
っ
た
白
井
弾

正
忠
の
旧
領
お
よ
び
府
中
の
南
部

居
住
地
一
帯
の
八
幡
社
家
の
国
衙

領
分
、
矢
賀
、
尾
長
、
中
山
、
温

科
な
ど
を
所
領
と
し
て
安
堵
し
て

い
る
。

　
弘
治
２
年
は
厳
島
合
戦
の
翌
年

で
、
す
で
に
陶
晴
賢
は
敗
死
し
て

い
る
。
そ
も
そ
も
大
内
義
長
は
晴

賢
が
大
内
義
隆
を
弑
し
た
後
、
義

隆
の
甥
に
当
た
る
義
長
を
豊ぶ

ん
ご後
か

ら
迎
え
13
歳
で
当
主
に
就
け
て
後

見
人
と
な
り
、
新
体
制
で
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
が
、
実
権
は
晴
賢
が

握
っ
て
い
た
。
そ
し
て
義
長
は
弘

治
４
年
に
毛
利
の
大
軍
に
攻
め
ら

れ
長
府
で
自
害
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ま
で
の
短
い
期
間
で

あ
っ
た
が
白
井
氏
を
味
方
陣
営
に

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田
　
禎
昭

府中町環境センター(八幡四丁目1–1）　☎286ｰ3266

環境センターへのごみの持ち込み方法 環境センター
からのおしらせ

｢大内義長知行安堵状｣(安芸府中町史第２巻P320)

ごみを出す時間にご注意を！
前夜や早朝に出すとカラスが荒らすことがあります。

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

お盆は、環境センターへのごみの持ち込みが多く、大混雑が予測されます。次の事項に注意し、正しく持ち込んでください。

【受付日時】
　月～金曜日(祝日、年末年始を除く)
　午前９時～11時30分・午後１時～３時30分
　＊住所確認ができるものをお持ちください。
　　(運転免許証、健康保険証、郵便物など)

【持ち込みできないもの】
　◆ガス類・液体(�塗料液・油・灯油・ガソリン・エンジンオイ

ル・シンナー・洗剤液など)
　◆薬物・毒物・劇物・危険物
　◆注射針などの鋭利なもの・感染性があるもの
　◆産業廃棄物
　　(石膏ボード・業者が行った剪定・改装ごみの廃棄物など)
　◆他の市町村から発生したごみ
　◆その他、町で処理できないもの

　　(耐火金庫・タイヤ・ソーラーシステムなど)

【持ち込み方法】
　◆通常収集しているごみは全て自己搬入できます。
　◆�ごみステーションに出すときと同じ方法で、あらかじめ
分別してください。

　　＊分別していないごみは、受け付けできません。
　◆�様々なものを多量に持ち込む場合、場内で降ろすのに時
間がかかります。後ろから来る人を待たせないよう、ご
協力をお願いします。

【注意事項】
　◆�黒い袋では搬入できません。透明または半透明の袋を使用し
てください。

　◆新聞・雑誌、ダンボールは、ひもで縛ってください。
　◆缶、ビン、洗剤、塗料など中身のあるものは搬入できません。
　◆�使い切ってないガスボンベ缶、スプレー缶は、必ず中身を使
い切って、穴を開けずに持ち込んで下さい。


